
当
も
整
合
し
て
い
な
い
。
今
後
の

是
正
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
評
価
の
本
人
通
知
と
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
は
現
在
実
施
し
て
い
る
。

人
事
評
価
実
施
規
程
と
評
価
基
準

は
、
令
和
８
年
１０
月
を
め
ど
に
策

定
す
る
。
給
与
条
例
の
改
正
は
令

和
８
年
中
の
定
例
会
で
対
応
し
た

い
。
成
績
率
に
基
づ
く
勤
勉
手
当

の
支
給
は
、
令
和
９
年
度
支
給
の

反
映
を
め
ざ
す
。

A
　
宇
須
々
木
、
鵜
来
島
戦
争
遺

跡
の
重
要
性
や
保
存
状
態
を
問
う
。

B
　
宿
毛
湾
は
大
艦
隊
の
停
泊
に

適
し
、
大
正
１０
年
か
ら
昭
和
１７
年

に
か
け
て
多
く
の
艦
隊
が
入
港
し
、

戦
艦
大
和
の
航
行
試
験
で
も
知
ら

れ
る
。

　
宇
須
々
木
は
艦
隊
の
訓
練
を
支

え
る
港
と
し
て
、
昭
和
８
年
頃
か

ら
旧
帝
国
海
軍
の
航
空
隊
が
常
駐

し
、
戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和
２０
年

に
は
、
第
２１
突
撃
隊
の
本
部
と
第

８
特
攻
戦
隊
の
司
令
部
が
置
か
れ
、

豊
後
水
道
全
域
の
防
衛
拠
点
の
役

割
を
担
っ
て
い
た
。

　
宇
須
々
木
戦
争
遺
跡
は
、
貯
油

庫
、
魚
雷
調
整
壕
や
避
難
壕
、
飛

行
艇
の
駐
機
場
、
海
へ
の
上
げ
下

ろ
し
ス
ロ
ー
プ
、
誘
導
灯
の
柱
や
、

内
陸
の
円
形
貯
水
池
な
ど
が
比
較

的
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
軍
事
施
設
を
知
る
上

で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　
鵜
来
島
戦
争
遺
跡
は
、
太
平
洋

戦
争
開
戦
時
に
豊
後
水
道
の
防
衛

拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
竜
頭

山
山
頂
に
砲
台
３
基
、
探
照
灯
、

測
距
儀
、
弾
薬
庫
、
山
中
に
は
潜

水
艦
を
探
索
す
る
防
備
衛
所
、
係

哨
施
設
跡
が
点
在
し
、
島
全
体
が

要
塞
化
さ
れ
て
い
た
当
時
の
緊
張

感
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
貴
重
な
遺
産
は
見
学
で
き
る
状

態
に
あ
る
。

A
　
教
育
や
地
域
活
性
化
の
活
用

可
能
性
を
問
う
。

B
　
戦
争
遺
跡
は
、
当
時
の
人
々

の
生
活
や
思
い
を
具
体
的
に
想
像

さ
せ
る
貴
重
な
教
材
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
活
用
は
学
習
指
導
要
領
の

趣
旨
に
も
合
致
す
る
。

　
戦
争
遺
跡
を
素
材
に
し
た
歴
史

観
光
、
教
育
ル
ー
ト
と
し
て
確
立

で
き
れ
ば
、
他
の
観
光
資
源
と
連

携
し
た
滞
在
型
誘
客
に
つ
な
げ
ら

れ
る
と
考
え
る
。

　
鵜
来
島
砲
台
は
、
登
山
道
整
備

や
維
持
管
理
、
ガ
イ
ド
育
成
、
調

査
研
究
や
資
料
展
示
な
ど
に
課
題

が
残
る
が
、
今
後
も
観
光
資
源
へ

の
活
用
研
究
を
進
め
た
い
。

A
　
戦
争
遺
跡
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
に
問
う
。

B
　
平
和
・
歴
史
学
習
を
テ
ー
マ

と
し
た
教
育
旅
行
や
、
歴
史
に
触

れ
る
観
光
拠
点
と
し
活
用
し
た
い
。

　
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
目
的
を

大
切
に
し
て
、
観
光
資
源
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
、

市
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
仕
組
み

づ
く
り
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
市
と
し
て
関

わ
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

A
　
義
務
教
育
９
年
間
を
一
貫
し

た
視
点
で
支
え
る
小
中
一
体
型
施

設
を
西
地
区
高
台
に
も
整
備
す
る

こ
と
が
、
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
見
解
を
問

う
。

B
　
地
域
の
実
情
、
将
来
の
学
校

規
模
を
見
据
え
た
、
よ
り
柔
軟
で

持
続
可
能
な
教
育
環
境
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。
現
在
の
本
市
の
出

生
数
を
基
に
、
将
来
的
な
児
童
生

徒
の
推
移
を
試
算
し
た
結
果
、
小

中
一
体
型
施
設
を
建
設
し
た
場
合
、

か
え
っ
て
適
正
な
学
校
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
再
編
計
画
案
で
は
、
学
校
の
施

設
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
義
務

教
育
の
９
年
間
を
見
通
し
た
系
統

的
な
教
育
活
動
に
よ
り
、
教
育
効

果
を
高
め
る
小
中
連
携
教
育
を
市

内
全
域
で
推
進
し
、
今
後
の
少
子

化
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
学
校

規
模
は
、
小
学
校
で
は
１
学
年
２０

人
程
度
の
単
式
学
級
、
中
学
校
は

１
学
年
２
学
級
以
上
の
学
校
規
模

を
基
本
と
し
て
い
る
。
再
編
計
画

案
で
は
、
咸
陽
小
学
校
と
大
島
小

学
校
を
統
合
の
う
え
、
市
役
所
東

の
山
林
を
造
成
し
、
移
転
す
る
計

画
と
し
て
お
り
、
片
島
中
学
校
は

今
後
学
校
規
模
が
一
定
以
下
と
な
っ

た
際
に
統
合
を
検
討
す
る
。

A
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
の

欄
に
は
高
台
へ
の
移
転
を
求
め
る

切
実
な
意
見
が
多
数
あ
り
、
命
の

安
全
を
求
め
る
保
護
者
の
本
音
が

表
れ
て
い
る
。
こ
の
声
を
重
く
受

け
止
め
て
再
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
問
う
。

B
　
出
生
数
の
減
少
を
見
据
え
た

中
で
、
片
島
中
学
校
だ
け
で
は
将

来
的
に
学
校
規
模
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
統

合
に
よ
る
対
応
が
最
善
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
生
徒
数
の
推

移
を
見
極
め
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
と
協
議
す
る
中
で
学
校
再
編

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

A
　
片
島
中
学
校
学
校
運
営
協
議

会
よ
り
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
署

名
活
動
も
実
施
し
、
多
く
の
方
々

の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

切
実
な
声
を
計
画
案
や
見
直
し
に

反
映
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

B
　
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
達

の
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保

を
強
く
望
ま
れ
て
い
る
表
れ
で
あ

り
、
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

地
域
の
意
見
、
要
望
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明

と
協
議
を
重
ね
て
参
り
た
い
。

A
　
本
市
の
津
波
浸
水
区
域
内
に

あ
る
全
て
の
学
校
が
被
災
し
た
場

合
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
は
ど

の
よ
う
に
維
持
す
る
の
か
具
体
的

な
対
応
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か

問
う
。

B
　
発
災
後
は
学
校
が
避
難
場
所

と
な
り
、
通
常
の
学
校
再
開
に
は

堀　 　景 議員

戦
争
遺
跡
を
生
か
し
た

地
域
活
性
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
小
中
学
校
再

編
計
画
に
つ
い
て


